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論文審査の結果の要旨 

パーキンソン病（PD）では黒質-線条体系のドパミン系の低下による大脳皮質

-基底核ループの異常が認知機能障害の発症にも関与している。これには大脳皮

質での γ-アミノ酪酸（GABA）神経系異常の関与も疑われているが、生体脳にお

ける関連はいまだ不明である。そこで、その関連性を明らかにする事を目的と

して、GABA-A 複合体に結合する[11C]flumazenil（FMZ）とドパミントランスポー

ターに結合する[11C] 2-carbomethoxy-3β-(4-fluorophenyl) tropane（CFT）を用いて、

早期 PD における GABA 系とドパミン系の変化を陽電子放射断層画像法（PET）

で評価し、PET パラメーターと認知機能障害の関連を検討した。対象は 13 人の

早期 PD 患者群と年齢を合致させた 15 人の健常対照群とした。全般的認知機能

の評価は Mini-Mental State Examination（MMSE）、前頭葉機能の評価は Frontal 

Assessment Battery（FAB）を用いた。本研究は浜松医療センター倫理審査委員会

の承認を受け実施した（承認番号：97002PMC）。 

その結果、正常対照群と比べ PD 患者群で MMSE スコアは正常範囲であった

ものの、 FAB スコアは低値を示した。 [11C]FMZ 測定による受容体量

([11C]FMZ-BPND)は疾患優位側の前頭葉をはじめとする大脳皮質でより顕著に低

下しており FAB スコアの低下と有意に相関することを見出した。また、腹側被

蓋野の [11C]CFT 測定による受容体量 ([11C]CFT-SUVR)と両側の前頭葉の

[11C]FMZ-BPND で逆相関傾向が示された。さらに疾患優位側の被殻で

[11C]CFT-SUVR と[11C]FMZ-BPND に有意な逆相関を認めるなど、そのメカニズ

ムは不明であるものの、PD においてドパミン系の変化が GABA 系に影響を与え

ていることを見出した。 

審査委員会ではこれまで早期PDの段階では進展は少ないと考えられていた大

脳皮質の GABA 系に異常があり前頭葉機能低下と関連していることを見出した

点を高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員

一致で評価した。 
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